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ジャカルタのため池再生のための水と緑の活動

【活動場所】 インドネシア ジャカルタ及び周辺地域

【事業目的】 ジャボベタベック（ジャカルタ、ボゴール、ブカシ、タンゲラン、デポック）地域には約千個のため池があり、昔から灌漑や飲

料の確保、洪水対策などの多くの機能を担ってきたが、近年は開発のために埋立が進められ急激に減少してきており、また住民のため

池の機能への理解が低く、ゴミの不法投棄や排水などにより水質汚濁が進んでいる。地元住民がため池の機能を再確認し、ため池の

再生と環境の維持、およびため池文化の再興に向けた支援を行なう。

【活動内容】

７つのため池周辺域で、ため池に関係する水文化を住民たちが認識し発展させる「Tirta

Budaya Situ(ティルタ・ブタヤ・シトゥ）」活動を展開。具体的活動は下記。

①植樹活動 ②祭り（イベント）開催：ため池文化の復興と清掃活動を併せたもの

③プロギング開催：5キロ走とゴミ拾いを組合わせ、速さとゴミ量で競うスポーツイベント

④水耕栽培研修：ペットボトルを植木鉢活用した栽培。祭りで栽培野菜の販売促進。

⑤環境教育：中学生向け実地研修。環境・生態観察を通して議論しポスター作成。

【活動成果】

植林活動は1年目に5ヶ所で実施。3ヶ所は維持管理が良好で育ったが、1ヶ所は植え替

えられ、1ヶ所は姿を消した。文化活動としての祭りは関心が高く、2年目はプロギングと水

耕栽培展示会も併せて実施。翌年は、3ヶ所で地域が自立的に祭りを続けた。3年目に

環境教育を行ったが、YouTubeで活動を配信したことで他の学校からの反響が大きかっ

た。各々の活動で一定の成果と参加者の巻き込みを得ることができた。今後もTirta

Budaya Situの概念をより多くのため池へ広めていくことで、地方政府や民間部門の巻き

込みが更に促進されていくことが期待される。

祭り参加風景

ブロギング開始前の様子


